
















ペラ・セリアの上演を行った（表 (5)）。それらの大半は宮廷楽長のアライヤ Francesco Araja（1709-















表：エリザヴェータ女帝時代に上演されたオペラ・セリア   
初演年・場所 作品 題材 作曲 台本 
1742/05/29 
モスクワ 





































Eudossa incoronata,  






























 ハッセ Johann Adolph Hasse（1699-1783）の《皇帝ティートの慈悲 La Clemenza di Tito》は、
1735年に、イタリア、ペーザロのソーレ劇場のこけら落としで初演された作品であり、1738年
57 












シュテーリン Jacob Stählin（1709-1785）(12) というエリザヴェータの側近の存在などを考慮する
と、彼女がさまざまなルートから、1738年のドレスデンにおけるハッセの《ティート》上演の
成功を伝え聞き、演目に決定したことが推測される。 





 さらに、台本には、「音楽は、マドニス Мадонис氏〔Luigi Madonis〕(14) とドメニコ・ダッロ















再び慰められるロシア La Russia afflitta e riconsolata〉と題するプロローグが追加されたのであ
る。 
 ロシア語の翻訳台本（Старикова 2003: 54）によれば、プロローグの主要キャストは 2名であ
り(15)、バレエや合唱も登場した。また、台本には作曲者の記載はないが、宮廷音楽家のダッロ

































































































































3-3. 《戴冠したエウドッサ、またはテオドシオ 2世》（1751年） 
 《ベレロフォンテ》に続いて、アライヤとボネッキによって創作されたのが、やはりエリザ
ヴェータの戴冠記念式典において、ペテルブルグで 1751年 4月 28日に初演された《戴冠した





その後 1753年まで、少なくとも 4度の再演を重ねている(23)。 





















































ば、1755 年に上演されたオペラ《ツェファールとプロクリス Цефал и Прокрис》（アライヤ作





































2) 本稿では、「オペラ・セリア opera seria」という用語を、「英雄的あるいは悲劇的な題材にもとづく、18
世紀と 19世紀のイタリア・オペラ」（McClymonds 2001: 485）という意味で用いる。 
3) 本稿では、日付の表記については、原則的に、18世紀ロシアで用いられていた旧暦（ユリウス暦）を使
用する。旧暦の日付に対し、1700年 2月 19日から 1800年 2月 17日までは 11日を加えることで、新暦
に換算できる。なお、エリザヴェータが亡くなったのは、旧暦の 1761 年 12 月 25 日であり、新暦では
1762 年 1 月 5 日にあたる。この点については世界基準に合わせ、エリザヴェータの治世を 1762 年まで
とした。ただし、同時代の西欧における出来事に関しては、新暦で表記する。 













7) アライヤ作曲、スマローコフ台本の《ツェファールとプロクリス Цефал и Прокрис》（1755 年 2 月 22
日、ペテルブルグ初演）、およびラウパッハ作曲、スマローコフ台本の《アリツェスタ Альцеста》（1758
年 6月 28日、ペテルゴフ初演）。 
8) こうした研究状況の背景には、18 世紀ロシア音楽に関する研究自体の遅れがある。ロシアでは、19 世







れたオペラの台本や楽譜の掘り起こしも進んでいる（特に Ахметшина 2014; Кайкова 2015; Порфирьева 




















15) コントラルトのジョルジ C. Giorgi（生没年不詳）とソプラノのルヴィネッティ・ボン Rosa Ruvinetti-
Bon（生没年不詳）。いずれも、《ティート》本編でも主要キャストを務めたイタリア人歌手である。 






セミラーミデ Il finto Nino, ovvero La Semiramide riconosciuta》（1737年、ペテルブルグ）と《アルタセルセ 
Artaserse》（1738年、ペテルブルグ）という 3つのオペラ・セリアを上演している。 
17) 本稿では、Старикова 2003 に転載されたロシア語台本を参照した。 
18) なお、この作品の台本について、モーザーは、ズッカーリ Giovanni Zuccari（1665頃-没年不詳）作曲
の同名のオペラ（1725年、ヴェネツィア初演）の台本（ゼーノとパリアーティ作）から、ボネッキが剽







ィ Antonio Perisinotti（1708頃-1778）によって設計された。 
20) 1750 年 12 月 21 日（ペテルブルグ）、1751 年 2 月 16 日（ペテルブルグ）、1753 年 4 月 29 日（モスク
ワ）。 
21) 本稿では、Старикова 2003に転載されたロシア語台本を参照した。 
22) イタリアに帰国したボネッキはまもなく、メタスタージオの助けを借りて、ポルトガルの宮廷詩人と
なった（Гардзонио 1996: 145）。 
23) 1751年 5月 24日（ペテルブルグ）、1752年 4月 26日および 9月 7日（ペテルブルグ）、1753年 10月
24日（モスクワ）。 
24) たとえば、ガルッピ作曲、コルテッリーニ台本の《タウリデのイフィジェーニア Ifigenia in Tauride》
（1768年、ペテルブルグ）、トラエッタ作曲、コルテッリーニ台本の《アモーレとプシケ Amore e Psiche》
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―― 2018 「18 世紀ロシアにおけるオペラ・セリア上演の歴史（1）――アンナ女帝時代からエリザヴ




Rethinking the Reception of Opera Seria in Russia 
during the Reign of Elizaveta Petrovna (1741–62): 





While Italian opera seria was first performed in Russia during the reign of Anna Ioannovna, the 
peak of performances of this type occurred during the reign of Elizaveta Petrovna. The Empress Elizaveta 
supported the performance of at least seven opera seria and attempts to produce two operas in Russian, 
following the model of opera seria. This paper examines opera seria performed in the Russian Court theater 
during this time, focusing on the subjects of these works. 
In the performance of Johann Adolph Hasse’s La Clemenza di Tito (1742, Moscow), which was 
the first opera seria performance supported by Elizaveta, the original prologue, in which Elizaveta was 
praised allegorically, was added to the main part of the opera. Thus, the image of Emperor Tito in this opera 
was effectively connected to Elizaveta. Thereafter, the opera seria by the Kapellmeister, Francesco Araja, 
and a court poet, Giuseppe Bonecchi, inherited this mode of publicly offering praise for Elizaveta. Most 
subjects of these opera seria were stories derived from historical fact, as actual people were more 
appropriate subjects for taking account of Elizaveta in these operas. In Russia, during the reign of Elizaveta 
Petrovna, opera seria performances were effectively used as a means of demonstrating the Empress’s 
authority. 
 
 
  
